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「酒は半酔いに飲めば、 長生の薬」

第 27 回支部総会協会副理事長 ・ 政策部

2013 年 1 月１９日 （土）　17:00 ～ 18:30

　　川西　敏雄 　先生

　TPP は「2015 年までに農作物、工業製品、サービス
など全ての品目について、例外なしに関税その他の貿易
障壁を撤廃する」ことを目標としています。ＴＰＰの問
題点は、関税撤廃だけではなく食品の安全基準、金融、
保険、法律など、私たちの生活に密着するあらゆるルー
ルが、多国籍企業の都合により「非関税障壁」として壊
されてしまうというところにあります。
　そして、国民の命をあずかる医療分野も市場化し、外
国企業の参入が狙われています。憲法 25 条の生存権に
基づき、保険証一枚でいつでも、どこでも、安心して医
療を受けられる「国民皆保険制度」を壊して、営利企業
の儲けにしていいのでしょうか。
　TPP 参入により日本の医療がどうなっていくのか、その危険な狙いを協会政策部・川西敏雄副
理事長にお話しいただきます。暖かい鍋を囲みながらのざっくばらんな会ですので、お気軽にご
参加ください。

　－新春政策研究会のご案内－ 

18:30 ～ （於 ・ 同上　参加費 ： 5000 円）

 ＴＰＰが医療に及ぼす影響

地区　　　　　　　　            

お名前                          医療機関名                                      

兵庫県保険医協会北阪神支部

がんこ宝塚苑 （宝塚市栄町 3-3-15 TEL:0797-85-8188）

講　師

　・出席します　（　　）名　

【 ＦＡＸ返信 】 078-393-1802( 切り取らずに返信ください )

■１月 19 日 ( 土 ) 北阪神支部・新春政策研究会に

日　時

会　場

懇親会

ＪＲ ・ 阪急宝塚駅から徒歩５分

※お問い合わせは、北阪神支部担当事務局（℡ 078-393-1805）駒ヶ嶺 ( ｺﾏｶﾞﾐﾈ )・小川まで

※人数をお知らせください
※お申し込みいただいた方には詳しい地図をお送りします

　北阪神支部は 10 月 20 日、伊丹市立商工プラザで第 27 回総会

を開催。11 年度活動報告と 12 年度方針を採択した。記念講演で

は慶應義塾大学看護医療学部教授の加藤眞三先生が「メタボ時代の

適量飲酒とは」をテーマに講演し、会員やスタッフ、市民ら 30 人

が参加した。

　講師は、日本でメタボリックシンドローム、脂肪肝の患者が増加

傾向にあるとし、肥満人口の増加とそれによる死亡率の増加が危険

視されるなか、日本人の飲酒率、飲酒量は低下傾向にはあるが依然

高い水準にあることを示した。とくに若年女性の飲酒機会が増え、

　 　　 同年代の男性をしのぐ勢いであるとし、アルコールによる健康問題

は今後も増加する恐れがあることを指摘した。また飲酒機会が増えることで、同時に必要以

上の高カロリーの食べ物を摂取していることを指摘し、「アルコールと肥満は相乗作用で死

亡率を高める。『酒で太らない』は間違い」と述べた。

　一方で、アルコールは心理的なストレスを解消するだけでなく、健康にも良い作用がある

とし、「男性で 1 日 20 ｇ ( 日本酒で約 1 合・

ビール中瓶 1 本に含有 )、女性で 10 ｇの

純アルコール量が適量」と紹介。適量の飲

酒は心不全や脳卒中など、心臓や脳血管疾

患による死亡率を低下させるとデータで示

し、「適度な飲酒量はメタボによる死亡を

防ぐ “妙薬” にもなる」とその効果を解説

した。

　参加者からは「目から鱗。お酒の飲み方、

アルコールに関する誤解がよくわかった」

など好評を得た。

講師の加藤眞三先生

「お酒の飲み方、食生活を見直したい」という感想が多く寄せられた

（２面につづく）
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○祝電・メッセージ（順不同・敬称略）

池内春樹 (兵庫県保険医協会理事長 )、茅野涼一 ( 宝塚医療生活協同組合理事長 )、竹中秀夫 ( 伊

丹市医師会長）、末岡　悟 (宝塚市医師会長 )、竹本博行 (川西市医師会長 )、　藤原保幸（伊丹市

長）、中川智子 ( 宝塚市長）、大塩民生 ( 川西市長 )、福田長治 ( 猪名川町長 )、市村浩一郎 ( 衆議

院議員 )、山本千恵 (県会議員 )、川井田清信 (県会議員 )、森脇保仁 (県会議員 )、ねりき恵子 (県

会議員 )、加茂　忍 (県会議員 )

○懇親会ご来賓（順不同・敬称略）

市村浩一郎（衆議院議員）、ねりき恵子（県会議員）、上原ひでき（伊丹市会議員）、吉見秋彦 (衆

院選挙兵庫 6区予定候補者 )

 

兵庫県保険医協会北阪神支部役員体制
　　　　　　　（2012年 10 月現在・地区別・五十音順・敬称略）

　　　本年度もよろしくお願いします！！
第 21 回日常診療経験交流会

北阪神支部から川村雅之副支部長が演題発表

日常の経験や工夫を交流

　10 月 28 日に神戸市産業振興センターで開催された第 21 回

日常診療経験交流会で、北阪神支部から川村雅之副支部長 ( 伊丹

市 ) が「周術期口腔機能管理はお得ですか？～一般開業医でも算

定してみました～」をテーマに発表。今改定の目玉の一つであ

る「周術期口腔機能管理」( 周術期口腔機能管理計画策定料 300

点、管理料 190 点 ) について算定のメリットや問題点を事例を

　 　  用いて報告した。

続けてます
！

公約違反の民主党に怒りの声

宝塚社保協が年金天引き日に合わせ署名活動

　宝塚社保協は 10 月 15 日、後期高齢者医療制度の保険料の年

金天引き日に合わせ、阪急逆瀬川駅前で後期高齢者医療制度の

即時廃止、社会保障の充実を求める街頭宣伝を行った。12 人が

参加し、1 時間で 34 筆の署名を集めた。

　街頭宣伝に立った中井通治支部長 ( 同会副会長 ) は、「皆さん

の大事な年金が引き下げられた一方で、後期高齢者医療制度の

保険料は上がっている。

これ以上国民の生活を

苦しめる制度は即時廃止す

べきだ」と通行人に訴えた。

　署名に応じた市民からは「（後期高齢者医療

制度は）廃止すると言っていたのに民主党はウ

ソつきだ。保険料だけどんどん上がっていく」

など怒りの声が聞かれました。

ハンドマイクで署名を
訴える中井通治支部長

足をとめて署名に応じる市民

演題発表する川村雅之
副支部長

■支部役員　（2011年 10 月～ 2013年９月）

＜支 部 長＞１人　　中井　通治（宝塚市）
　　　
＜副支部長＞４人　　川村　雅之（伊丹市）　　西山　茂樹（伊丹市）　
　　　　　　　　　　林　　宗茂（伊丹市）　　脇野　耕一（宝塚市）　
　　　　　　　　　　　　　　　　  
＜幹　　事＞１３人　 上り口寛武（伊丹市）　　太田　威彦（伊丹市）
　　                 大森　英夫（伊丹市）　　工藤大八郎（伊丹市）
　　                 小泉　　勇（伊丹市）　　城田　 勲  （伊丹市）
　　                 竹内　重人（伊丹市）　　谷口　紀善（伊丹市）
　　                 安井　武義（伊丹市）　　金川　清人（宝塚市）
　　　　　　　　　　 高　　俊永（宝塚市）　　澤村　　新（宝塚市）
　　                 田中　健一（宝塚市）

　【アンケートから…】

・大変わかりやすい講演をありがとうございます。

　年々酒量が増えて頭の痛いお話しでしたが、こ

　れからはお酒を飲む時に、食事、酒量、時間を

　よく気をつけてたしなみます。（薬剤師）

・アルコールの飲み方やアルコールの量などが及

　ぼす影響についてよく理解できました。今まで

　のアルコールの情報は根拠のない間違いが多か

　ったことも知りました（看護師）
総会議事では活動方針について討論


